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　令和４年１月15 日（土）阿南市文化会館夢ホールにおいて、阿
南市と阿南市社会福祉協議会の主催で、「第 54 回阿南市社会福
祉大会」を開催しました。
　式典では、名誉大会長表彰として長年社会福祉事業に功労の
あった１人、大会長表彰として地域福祉活動の推進のために尽力
され多大な業績を残された 26 人と８団体、阿南市成年後見セン
ター愛称最優秀賞１人及び花いっぱいコンクール優良５団体が表
彰を受けられました。
　その後、富岡地区社会福祉協議会 喜多眞代さんが、大会宣言

（案）を朗読、参加者の賛同を得て採択されました。
　式典終了後、大高翔さん（俳人・阿南ふるさと大使）に『俳句
とふるさと』と題して講演いただき、最後に『わたしの好きなふ
るさとの風景』をテーマに募集した俳句の入賞 12 作品の紹介及
び講評をいただきました。
　ご参加いただきました皆様、大会運営にご理解ご協力ください
ました皆様方に心よりお礼申しあげます。

　

少
子
高
齢
化
や
急
速
な
人
口
減
少
、
家
族
形
態
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
支
え
あ
い
の
重
要
性

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

近
年
多
発
す
る
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
地
域
社
会
を
取

り
巻
く
生
活
環
境
は
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を
増
し
て
い
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。
こ
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や
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難
行
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こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
な

ど
、
す
べ
て
の
人
々
が
住
み
な
れ
た
地
域
に
お
い
て
、

生
き
が
い
を
共
に
創
り
、高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
が
提
唱
さ
れ
、
身
近
な
圏
域
で
、

住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
、
解
決
を
試
み

る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
住
民
自
ら
が
計
画
し
推
進
し
て
き
た　

「
第
２
期
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
最
終
の
年
で

あ
る
と
と
も
に
、「
第
３
期
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
を
策
定
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
き
ず

な　

つ
な
い
で
え
が
お
の　

た
の
し
い
ま
ち
に
」
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、
地
域
住
民
及
び
関
係
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、「
支
え
手
」「
受
け
手
」

と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
着
実
な
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
日
、
第
54
回
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
市
内
の
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
市
民
、

関
係
機
関
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
て
「
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
”阿
南
“
」
の
実
現
を
誓
い
、
決
意
を
新
た
に

す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 

一
　�

私
た
ち
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
よ

り
身
近
に
捉
え
、
地
域
住
民
が
協
力
し
合
い
、
私

た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
共
に
考
え
、「
お
互
い
さ
ま
」

の
支
え
合
い
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

一
　�

私
た
ち
は
、
い
つ
身
近
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
の
発
生
時
に
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

普
段
か
ら
培
っ
た
つ
な
が
り
や
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
地
域
主
体
・
住
民
主
体
の
支
援
体
制
を

構
築
し
、安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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大会宣言
富岡地区社会福祉協議会　喜多　眞代さん

大高　翔さん　記念講演

大高　翔大高　翔さんさん　　コメントコメント
　今回の『わたしの好きなふるさとの風景』というテーマの皆さ
んの句を、楽しみに拝見させていただきました。同じテーマでも、
私の知らないふるさとが詠まれていて、すごく新鮮で、刺激を受け
ました。阿南は “光のまち” ですが、“俳句のまち” と言ってもいい
と思いました。ふるさとの俳句を詠むことを続けていったら、阿南
市の財産になっていくのではないかと感じています。ここにしかな
い素敵な風景がたくさんあります。素晴らしい俳句を詠んでくださ
り、本当にありがとうございました。


